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１．はじめに 

 Ｅ５９函館・江差自動車道は、高速ネットワークの拡充

による近隣都市間の連絡機能の強化を図り、地域間交流の

活性化及び重要港湾函館港、拠点空港函館空港等への物流

の効率化等を目的とした道路である。全体計画のうち、函

館ＩＣ～木古内ＩＣ間の約３４ｋｍが開通済みであり、Ｅ

５函館新道、函館新外環状道路、現在事業中のＥ５北海道

縦貫自動車道（七飯～大沼）と一体となった高速ネットワ

ークを形成する。（図-1） 

 

図-1 函館・江差自動車道他 

 

 本稿では、令和４年２月２１日に発生した吹雪による多

重衝突事故への対応として、ワイヤロープ式防護柵による

事故低減効果と被災者支援の事例について報告する。 

 

２．事故概要 

 令和４年２月２１日（月）７時２０分頃、Ｅ５９函館・

江差自動車道（北斗追分ＩＣ～北斗中央ＩＣ間上り線）に

おいて、吹雪による視程障害が原因で１０４台が絡む事故

が発生し、事故により滞留した７１台と合わせて計１７５

台が道路上に滞留する事態となった。（図-2）（写真-1）

事故件数は５７件で、うち１件（名）死亡、４件（名）が

重軽傷、５２件が物損であった。事故発生後から警察によ

る実況見分を進めつつ滞留車両の撤去を進めたが、２月２

４日（木）１６時３０分の通行止め解除までに８２時間を

要する事態となった。 

 

 

図-2 事故発生箇所 

 

 

写真-1 多重衝突事故の状況 

 

３．気象概要 

 令和４年２月２０日（日）に北海道付近を非常に発達し

た二つの低気圧が通過、その後は２１日から２３日にかけ

て強い冬型の気圧配置となり、風と雪が強まって北海道全

体で大荒れの天気となった。（図-3） 

 

図-3 地上天気図（2/21 9時） 
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 北海道の南西部に位置する渡島地域においては、２０

日（日）１０時４４分に風雪注意報、１４時４０分に大

雪注意報は発表されており、暴風雪、大雪警報は発表さ

れていなかったものの、現地は路面凍結のため警察によ

り２月１９日（土）１７時０５分から函館ＩＣ～北斗茂

辺地ＩＣ間で５０ｋｍ／ｈの速度規制がなされていた。

事故発生時の道路テレメーター（大野一本木）による風

速は、７時２０分～４０分で１１．９～１３．２ｍ／ｓ

であった。（表-1） 

表-1 事故発生地点付近の平均風速 

（函館開発建設部調べ） 

 

 

４．ワイヤロープ式防護柵による事故低減効果 

 ワイヤロープ式防護柵は、高いじん性を有するワイヤ

ロープと、比較的強度が弱い支柱により構成され、車両

衝突時の衝撃に対して、主にワイヤロープの引張りで抵

抗する防護柵である。表裏がなく、支柱が設置できる空

間があれば、容易に設置、撤去が可能なため、既存道路

への設置や、狭い幅員の分離帯用として使用することが

有利である。 

 平成３０年６月１５日に国土交通省道路局よりワイヤ

ロープ設置方針が示され、高規格道路の暫定２車線区間

については、新設区間及び供用済み区間の土工区間につ

いて標準設置を進めることとなった。また、令和２年３

月３１日に発表された方針では、中小橋についても標準

設置を進め、令和４年度内の設置目標が示された。 

 今回、事故が発生した箇所は、暫定２車線区間であり、

前述の設置方針に基づき、令和３年度にワイヤロープ式

防護柵を設置したところである。（写真-2） 

 ワイヤロープ式防護柵が設置されていたことで、１０

４台が絡む多重衝突事故であったにも関わらず、対向車

線にはみ出すことなく、正面衝突事故を回避し、事故の

拡大を防ぐことができた。ワイヤロープ式防護柵は単に

正面衝突事故対策のみならず、視程障害や冬期路面など

により制御不能となった車両に対する事故拡大の防止効

果もあることが今回の事象で明らかになったと考えてい

る。（写真-3） 

 

写真—2 ワイヤロープ式防護柵の設置状況 

 

 

写真-3 事故の拡大を防いだワイヤロープ式防護柵 

 

５．ワイヤロープ式防護柵区間における被災者支援の事例 

 今回の事故は上り車線（函館市向き）で発生し、ワイ

ヤロープ式防護柵が設置されていたことで、下り車線

（木古内町向き）には障害物等はない状態であった。 

 冬期間であることや事故車両は現地に存置する必要が

あることから、消防の要請により北斗市が待避所を開設

し、事故に巻き込まれた乗員をバスにより移送した。ワ

イヤロープ式防護柵により下り車線に障害物等がないこ

とで乗員の移送をスムーズに行うことができた。（写真-

4） 

 

写真-4 バスによる乗員の移送 

 

時間雨量 累計雨量 気温 路温 風速（平均）
（mm/h） （mm） （℃） （℃） （m/s）

6:20 0 0 -- -5.6 0.1 西北西 8.3

6:30 0 0 -- -5.3 0.1 北西 7.7

6:40 0 0 -- -5.2 0.1 西北西 9.5

6:50 0 0 -- -5.3 -0.1 西北西 11.6

7:00 0 0 -- -5.4 -0.1 西北西 13.1

7:10 0 0 -- -5.3 -0.2 西北西 13.0

7:20 0 0 -- -5.5 -0.2 西北西 11.9

7:30 0 0 -- -5.3 -0.2 西北西 13.2

7:40 0 0 -- -5.3 -0.2 西北西 12.9

7:50 0 0 -- -5.2 -0.2 西北西 13.5

年/月/日 時：分 累計開始時刻 風向



 また、１００台を超える多重衝突事故であったため乗

員の移送にはある程度の時間を要することから、当部職

員が滞留車両で待機している乗員の安否確認や移送時期

のめどなどについて情報連絡等を行った。（写真-5） 

 

写真-5 安否確認を行う函館開発建設部の職員 

 

 事故発生後、速やかにワイヤロープを外し（写真-6）、

下り車線を使って自走可能な車両の追い出しを行った。

（写真-7） 

 

写真-6 ワイヤロープ取り外し状況 

 

写真-7 自走可能な車両の追い出し 

 

 ワイヤロープ式防護柵が設置されていたことで、障害

物等のない下り車線を使って、滞留車両等の乗員の移送

や自走可能な車両の追い出しがスムーズに行うことがで

きたことから、正面衝突事故防止のみならず、災害時等

の救援、避難等にも効果があることが今回の事象で明ら

かになったと考えている。 

 

６．事故車両の対応 

 今回の吹雪による多重衝突事故は、死亡事故も含まれ

ていたことから警察による実況見分が行われた。（写真-

8）実況見分は事故当日である２月２１日の午後から２４

日の夕方まで行われ、実況見分をしながら都度、車両を

移動するという方法で行われた。（写真-9）また、自走

が可能な車両は当部の道路パトロールカーで誘導を行っ

た。（写真-10） 

 

写真-8 警察による実況見分 

 

写真-9 レッカー車による車両の移動 

 

写真-10 道路パトロールカーによる誘導 

 

７．ＳＮＳを活用した情報提供 

 高規格道路における多重衝突事故は、社会的な影響や

国民の関心も高く、マスメディアからの問合せも非常に

多く、細やかな情報発信が必要だった。 

 従来から行っている報道発表に並行して、当部で発信

しているツイッターを活用し細やかな情報発信を行った。

（表-2）（図-4） 



表-2 情報発信状況 

 

 

 

図-4 ツイッターによる情報発信例 

 

 細やかな情報発信を行ったことにより、多くのマスメ

ディアに取り上げられるとともに、多くの道路利用者等

に作業状況等を伝えることができた。 

 

８．再発防止に向けた対応 

 今回の事故について、北海道警察や北斗市、函館開発

建設部で行った道路診断において、視界不良に対する対

策（防雪柵や誘導標）が必要であること、函館ＩＣから

北斗富川ＩＣの区間については、事故発生箇所と同様な

道路状況（全線ワイヤロープが設置してあり、事故発生

箇所と同様な道路形状（盛土）かつ、風上側平坦地にお

ける地吹雪発生の可能性が高い状況）であるため、一体

的な対策が必要であるとの見解がまとめられた。この道

路診断結果を踏まえ、次期降雪期までに、事故発生区間

への防雪柵設置など、降雪に伴う地吹雪による視界不良

に対する対策を行うこととした。（図-5） 

 

 

図-5 平面図 

 

図－5 Ａ－Ａ’断面図 

 

図-5 Ｂ－Ｂ’断面図 

 

９．おわりに 

 北海道でも比較的雪による災害が少ない道南地方だが、

気候変動の影響による豪雨や大雪等の自然災害の激甚

化・頻発化等に直面している。 

 今回発生した吹雪による視程障害のような雪害に対し

ては、前述のようなハード的な対策も必要だが、車両の

滞留を回避するため、計画的・予防的な通行止めを躊躇

なく実施し、通行止め後は集中除雪を行い、早期に解放

することで社会経済活動への影響を最小限にするなどの

対応も必要である。 

 引き続き、管内自治体や関係機関等と連携し、安全で

安心な冬期の道路交通確保に取り組んでいく。 

手法 閲覧数
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